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南
大
隅
町
議
会
議
員
選
挙

が
四
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、

町
民
の
代
表
と
し
て
十
二
名

の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
五
月
一
日
に
は
初
議
会

（
定
例
会
５
月
会
議
）
が
開
催

さ
れ
、
議
長
に
大
村
明
雄
氏
、

副
議
長
に
川
原
拓
郎
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
等

の
議
会
構
成
も
決
定
し
、
早

速
、
議
案
審
議
等
も
行
わ
れ

南
大
隅
町
と
し
て
の
三
期
目

の
議
会
が
始
動
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
は
、
議
員
定
数
の
見

直
し
（
16
名
→
12
名
）
に
伴

い
、
常
任
委
員
会
も
総
務
民

生
委
員
会
と
教
育
産
業
委
員

会
の
２
委
員
会
構
成
と
な

り
、
ま
た
、
１
年
度
間
を
会

期
と
す
る
通
年
議
会
の
導
入

な
ど
、
議
会
改
革
初
年
度
と

し
て
取
り
組
み
運
営
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
定
例
会
６

月
会
議
が
開
会
さ
れ
る
予
定

で
す
。

新体制 12 議員
新たな議会スタート！
−議会構成−

議　長　 大　村　明　雄

副議長　 川　原　拓　郎

常
任
委
員
会

職　　名 総務民生委員会 教育産業委員会
委 員 長 宇　野　仁　一 持　留　秋　男

副 委 員 長 松　元　勇　治 大内田　憲　治

委 員 浪　瀬　敦　郎 平　原　熊　次

〃 日　高　孝　壽 水　谷　俊　一

〃 大久保　孝　司 井之上　一　弘

〃 川　原　拓　郎 大　村　明　雄

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員

大隅肝属地区消防組合 大隅肝属広域事務組合 南大隅衛生管理組合
平　原　熊　次 水　谷　俊　一 浪　瀬　敦　郎

大内田　憲　治 大久保　孝　司 松　元　勇　治

井之上　一　弘

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長 宇　野　仁　一

副 委 員 長 持　留　秋　男

委 員 松　元　勇　治

〃 大内田　憲　治

〃 川　原　拓　郎

議会選出監査委員
日　高　孝　壽

※�常任委員会の構成任期は２年間と
なっています。この他、必要があ
ると判断された場合、その都度、
特別委員会が設置されます。
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議
長
就
任
の
挨
拶

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
町
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご

協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
改
め
て

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
南
大
隅
町
議
会
は
昨

年
９
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

推
進
し
、
議
会
の
役
割
と
活
動

の
方
針
を
明
確
に
す
る
た
め
に

南
大
隅
町
議
会
基
本
条
例
を
制

定
い
た
し
ま
し
た
。
１
年
間
を

会
期
と
す
る
通
年
議
会
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

　

地
方
分
権
に
よ
り
、
自
己
責

任
の
範
囲
が
さ
ら
に
拡
大
す
る

中
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
の
役
割
と
責
任
は
、
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
定
数
も
４
名
減
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
住
民
の
代
弁

者
と
し
て
、
よ
り
一
層
一
丸
と

な
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
示
唆
・
ご
助
言
・
情
報

等
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
副
議
長
就
任
の
挨
拶
　

　

こ
の
た
び
、
副
議
長
の
大
役

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
全
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
議
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
町
政
発
展

の
た
め
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
町
民
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
豆
知
識
】

�

議
席
番
号
の
決
定
に
つ
い
て

　

選
挙
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、

議
会
議
員
の
議
席
番
号
の
決
定

を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
町
に
お
い
て
は
抽

選
に
よ
り
仮
議
席
の
指
定
を
行

い
、
そ
の
後
、
本
議
席
の
決
定

と
な
り
ま
す
。
本
議
席
に
つ
い

て
は
議
長
・
副
議
長
は
最
後
尾

の
番
号
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
議
席
番
号
」
は
、
任

期
４
年
の
間
、
そ
の
議
員
の
番

号
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
際
に

使
用
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
12
名
の

議
員
に
対
し
、
13
番
ま
で
の
番

号
が
あ
り
、「
４
番
」
は
付
番
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

大村 明雄

川原 拓郎

浪瀬 敦郎持留 秋男松元 勇治平原 熊次日高 孝壽

水谷 俊一大久保 孝司井之上 一弘宇野 仁一大内田 憲治

　
議
員
紹
介
　
※
掲
載
は
議
席
番
号
順
で
す
。
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３
月
議
会
で
議
決
し
た
主
な
議
案
内
容

会計区分 予算額 前年度対比 主な内容

一般会計 54億9,596万9千円 1.1％�減

（歳入）�町税・地方交付税・国、県支
出金等

（歳出）�総務費・民生費・農林水産業費・
教育費等

国民健康保険特会 14億3,158万4千円 2.5％�増
保険給付費・介護納付金・共同事業拠

出金等

簡易水道事業特会 2億8,274万6千円 3.3％�増 簡易水道管理費・公債費等

診療所事業特会 7,740万8千円 2.8％�減 町内診療所施設管理費・医業費等

介護保険事業特会
（保険事業勘定）

12億709万3千円
0.0％�減

（0.1%未満）

保険給付費・財政安定化基金拠出金・

地域支援事業費等

介護保険事業特会
（サービス事業勘定）

1,278万5千円 1.4％�減
介護予防ケアマネジメント委託・介護

予防事業派遣負担金等

下水道事業特会 5,104万5千円 0.6％�増 農業集落排水事業費・公債費等

後期高齢者医療特会 1億3,733万4千円 1.0％�増
後期高齢者医療広域連合納付金・保健

事業費等

我が町の “ 平成 25 度当初予算 ” 決まる。
一般会計は 54 億 9,596 万 9 千円（前年度対比 1.1％減）！

特別会計含む予算の総額は 86 億 9,596 万円 ！

▼
上
記
の
平
成
25
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
、
５
日
の
本
会

議
に
お
い
て
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
大
久
保
孝
司
委
員

長
、
新
坂
正
次
副
委
員
長
）
に

付
託
し
、
６
・
８
・
11
・
14
日

の
計
４
日
間
で
慎
重
に
審
査
を

行
い
、
25
日
の
最
終
本
会
議

で
、
委
員
長
よ
り
審
査
の
経
過

と
結
果
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。一
般
会
計
に
お
い
て
は
、

一
部
修
正
提
案
の
原
案
に
よ
り

可
決
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　3 月定例会は 5 日から 25 日までの 21 日間の会期で開かれ、平成 24 年度
補正予算や平成 25 年度当初予算及び条例改正等、議案 30 件、諮問１件、発
議１件について審議され、原案どおり可決されました。

合併９年目

新
年
度
予
算
の
審
議

予算審査の様子
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町
税
費
関
係

【
質
問
】
滞
納
整
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
効
果
は
ど
う
か
。

【
回
答
】
現
在
滞
納
者
の
経
過

記
録
等
の
入
力
、
誓
約
書
内
容

や
財
産
調
査
等
の
依
頼
書
作
成

デ
ー
タ
の
整
理
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
担
当
者
以
外
で
も

情
報
が
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
、
他
債
権
事

務
等
と
の
効
率
化
を
図
る
。

  

総
務
費
関
係

【
要
望
】
地
域
公
共
交
通
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
町
民
の
利
便

性
を
考
え
た
交
通
体
系
が
築
か

れ
る
よ
う
地
域
交
通
会
議
で
の

更
な
る
検
討
を
進
め
て
欲
し

い
。

【
質
問
】
施
設
管
理
の
管
轄
課

へ
の
振
り
分
け
や
、
課
の
編
成

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
考
え
か
。

【
回
答
】
財
産
運
用
課
で
一
元

化
を
図
っ
て
き
た
が
、
施
設
管

理
業
務
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

も
検
討
を
し
て
お
り
、
今
後
の

利
用
促
進
の
た
め
に
も
業
務
の

改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

  
民
生
費
関
係

【
意
見
】
児
童
セ
ン
タ
ー
委
託

事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
、
放
課
後
子
ど
も
環
境
整

備
事
業
の
必
要
性
や
計
画
に
つ

い
て
、
時
期
尚
早
の
た
め
予
算

再
編
が
必
要
と
考
え
る
。

【
質
問
】
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

減
少
対
策
に
お
け
る
推
進
や
指

導
法
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
。

【
回
答
】
24
年
度
か
ら
30
名
以

下
の
ク
ラ
ブ
も
対
象
と
し
て
指

導
や
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
活
性
化
委
員
会
を
発
足
し

継
続
し
て
取
り
組
む
。

  

農
林
水
産
業
費
関
係

【
要
望
】
鳥
獣
害
対
策
は
地
域

住
民
の
意
識
が
大
事
で
、
地
域

で
の
狩
猟
免
許
取
得
者
の
育
成

や
、
取
得
に
係
る
費
用
の
助
成

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
住
民
が
積

極
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
新
た

な
取
り
組
み
を
検
討
し
進
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

  

商
工
費
関
係

【
要
望
】
佐
多
岬
観
光
再
生
委

託
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
緊

急
雇
用
を
要
望
し
、
清
掃
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ガ
イ
ド
等
々

の
委
託
を
継
続
す
る
計
画
と
の

こ
と
だ
が
、
ガ
イ
ド
任
務
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
対
応
で
き

る
人
材
の
選
任
を
要
望
す
る
。

【
意
見
】ね
じ
め
温
泉
ネ
ッ
ピ
ー

館
の
補
修
工
事
に
つ
い
て
、
不

定
期
に
多
額
の
工
事
や
修
繕
が

発
生
し
て
お
り
、
今
後
も
同
様

に
こ
の
よ
う
な
修
繕
等
が
予
想

さ
れ
る
が
、
基
金
を
蓄
え
た
事

業
の
推
進
方
法
も
検
討
さ
れ
た

い
。

  

土
木
費
に
つ
い
て

【
要
望
】
橋
梁
整
備
に
つ
い
て
、

昭
和
50
年
代
以
前
の
建
設
が
73

橋
あ
り
完
了
ま
で
10
年
程
度
見

込
ま
れ
る
が
、
道
路
、
橋
梁
の

維
持
は
通
行
の
安
全
面
で
重
要

で
あ
る
の
で
、
事
故
防
止
の
た

め
先
着
順
位
な
ど
慎
重
に
検
討

さ
れ
、
改
修
・
架
け
替
え
を
進

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

  

教
育
費
に
つ
い
て

【
要
望
】
南
大
隅
高
校
援
助
に

つ
い
て
は
学
業
に
偏
る
こ
と
な

く
、
皆
勤
賞
な
ど
一
生
懸
命
活

動
を
が
ん
ば
る
生
徒
に
行
き
届

く
援
助
内
容
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
意
見
】
横
ビ
ュ
ー
高
原
ふ
れ

あ
い
館
に
つ
い
て
開
設
か
ら
６

年
が
経
過
し
、
大
幅
に
利
用
実

績
が
減
少
し
て
い
る
。
滑
川
校

区
の
拠
点
と
し
て
、
公
民
館
活

動
や
サ
ロ
ン
事
業
等
の
利
用
が

今
後
見
込
ま
れ
る
が
、
学
校
側

な
ど
の
利
活
用
（
宿
泊
学
習
）

を
含
め
、
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
努
め
利
用
増
加
に
努
力
さ

れ
た
い
。

  

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

【
質
問
】
佐
多
地
区
の
安
全
な

水
の
供
給
に
つ
い
て
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

【
回
答
】
平
成
25
年
度
で
佐
多

中
央
、
大
中
尾
、
菖
栄
、
郡
を

含
め
た
施
設
統
合
を
行
い
、
安

定
し
た
水
の
供
給
を
目
指
し
た

い
。

予
算
審
査
の
質
疑
・
意
見
等

に
つ
い
て
（
一
部
掲
載
）

【
委
員
長
報
告
】
※
抜
粋

　

一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
慎
重
な
審
査
の
結

果
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感

で
き
、
安
心
・
安
全
な
町
づ
く

り
な
ど
、
そ
の
負
託
に
応
え
る

た
め
の
予
算
と
し
て
、
一
般
会

計
予
算
修
正
提
案
の
原
案
を
含

め
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

大
久
保　

孝
司
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▼
鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
並

び
に
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
議
決
を
求
め
る
件
に
つ
い

て　

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
が
共
同
処
理
す
る
事

務
の
一
部
に
係
る
組
合
市
町

村
等
の
変
更
に
伴
い
、
同
組

合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

議
決
を
求
め
る
件

　

旧
根
占
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
南
大
隅
町
食
材
加
工

セ
ン
タ
ー
共
同
経
営
体
に
無

償
貸
付
す
る
こ
と
に
つ
き
、

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

期
間
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
の
２
年
間
で
す
。

▼
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　

非
常
勤
職
員
報
酬
に
つ
い

て
近
隣
市
町
と
均
衡
を
図
る

た
め
引
き
上
げ
、
ま
た
、
追

加
で
図
書
司
書
等
の
月
額
報

酬
を
定
め
た
も
の
で
す
。

▼
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
制

定
を
し
た
も
の
で
す
。

▼
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
の
基
準
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
制

定
を
し
た
も
の
で
す
。

  

諮
　
問

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
件

　　

人
権
擁
護
委
員
に
石
田

幸
子
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

で
同
意
し
ま
し
た
。

  

発
　
議

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
慎
重

な
交
渉
を
求
め
る
決
議

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
正
式
交
渉
に
あ

た
り
、
そ
の
都
度
に
お
け

る
十
分
な
情
報
の
開
示
と
、

国
民
の
声
を
聞
き
、
十
分

な
国
会
討
議
を
深
め
、
国

益
に
そ
ぐ
を
わ
な
い
場
合

は
、
交
渉
脱
退
並
び
に
国

会
批
准
を
行
わ
な
い
、
断

固
た
る
決
意
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
臨
ま
れ
る
よ
う
強
く

求
め
ま
す
。（
抜
粋
）

議
案
・
条
例
関
係
等
の
議
決

内
容

平成 24 年度 補正予算（3 月）
会計区分 補正額 補正後の総額 主な補正内容

一般会計
（補正第８・９号）

7,908 万 8千円（8号）
500 万 0千円（9号）

70億 7,432 万 8千円
70億 7,932 万 8千円

・�人件費及び予算調整、国保事業繰出
金等
・�過疎集落等自立再生緊急対策事業補
助金

国保特会
（補正第４号） 1億 1,419 万 8千円 16億 5,228 万 8千円 ・�一般会計繰入金による基金積立金の

増額等
簡水特会

（補正第３号） ▲ 672 万 0千円 2億 6,425 万 2千円 ・�人件費及び事務事業の決算見込みに
伴う予算調整

診療所特会
（補正第４号） ▲ 4万 6千円 8,983 万 5千円 ・各診療所の不用額の減額等

介護（保険事業勘
定）特会

（補正第４号）
▲ 3,285 万 9千円 12億 1,105 万 4千円 ・保険給付費等不用額の減額等

介護（サービス事
業勘定）特会
（補正第１号）

▲ 18万 9千円 1,278 万 2千円 ・一般管理費の不用額の減額等

下水道特会
（補正第２号） ▲ 223 万 9千円 4,849 万 9千円 ・修繕料の減額、予算調整等

後期高齢者医療特会
（補正第３号） 107 万 2千円 1億 3,726 万 7千円 ・被保険者保険料の増額等
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▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

政
府
対
策
本
部
長
が
定
め

る
基
本
的
対
策
方
針
及
び
そ

の
行
動
計
画
に
基
づ
き
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
町
道
の
構
造
の
技
術
的

基
準
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
す
。

▼
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の

寸
法
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
案
内
標
識
、
警
戒
標
識
、

補
助
標
識
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
す
。

▼
準
用
河
川
に
設
け
る
河
川
管

理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的
基

準
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て　

河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
準
用
河
川
の
河
川
管
理

施
設
の
う
ち
主
要
な
も
の
の

構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。

▼
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基

準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
布
設
工
事
の
監
督
者
及

び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す

▼
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
法
改
正
に
伴

い
、
公
営
住
宅
等
の
整
備
基

準
及
び
入
居
資
格
の
収
入
基

準
等
に
つ
い
て
定
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

▼
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

駐
在
所
跡
の
県
有
建
物
の

譲
与
を
受
け
、
町
営
住
宅
と

し
て
管
理
す
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

役
場
町
民
セ
ン
タ
ー
の
休

養
室
を
改
修
し
、
会
議
室
と

し
て
使
用
す
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
す
。

根
占
海
域
で
の
海
砂
採
取

に
つ
い
て

【
問
①
】
本
年
度
以
降
、
根
占

海
域
で
の
採
取
は
全
面
的
に
禁

止
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
２
月
に
開
催
さ
れ
た

鹿
児
島
海
砂
採
取
対
策
委
員
会

大
隅
地
区
分
会
に
お
い
て
採
ら

な
い
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
鹿
児
島
海
砂
採
取

対
策
委
員
会
に
報
告
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
す
と
根
占
海
域
で
の
採

取
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。
最
終
決
定
は
当
該
委
員

会
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

改修した町民センター会議室

町
で
最
終
判
断
は
で
き
な
い
こ

と
で
す
。

【
竹
之
内
】
今
後
に
お
い
て
も
、

住
民
の
声
を
尊
重
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞

「
ハ
ン
タ
ー
」
の
記
事
に

つ
い
て

【
問
①
】
オ
リ
エ
ン
タ
ル
商
事
、

原
社
長
と
の
関
係
を
伺
う
。

【
町
長
】
原
社
長
は
存
じ
て
い

ま
す
が
、
多
角
的
な
企
業
経
営

を
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
頃
本
町
に
、
中
間

処
理
施
設
の
誘
致
話
を
持
っ
て

こ
ら
れ
た
方
と
い
う
こ
と
で
前

町
長
か
ら
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

【
竹
之
内
】
そ
の
方
か
ら
ボ
ー

ト
を
受
け
取
っ
た
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
事
実
で
あ
る
か
。

【
町
長
】
船
は
15
万
円
で
購
入

し
て
い
ま
す
。
私
が
購
入
し
た

当
時
、
20
年
落
ち
ぐ
ら
い
で
エ

ン
ジ
ン
は
動
か
な
い
状
態
で
し

た
。
町
長
と
い
う
立
場
上
、
購

入
先
が
軽
率
で
あ
っ
た
と
感
じ

竹之内勝男  議員

一般質問
３月議会では、５議員
より一般質問がありま
した。その要旨は次の
とおりです。
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て
い
ま
す
が
、
も
ら
っ
た
の
で

は
な
く
、
購
入
し
て
い
ま
す
。

【
問
②
】
事
実
無
根
を
強
調
さ

れ
る
根
拠
は
何
か
伺
う
。

【
町
長
】
こ
の
記
事
の
中
に
は

事
実
で
な
い
情
報
も
入
っ
て
い

ま
す
。

【
竹
之
内
】
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
行
き
か
っ
て
い
る
が
、
無
償

で
ボ
ー
ト
を
も
ら
っ
た
と
い
こ

と
は
事
実
で
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】
事
実
無
根
で
す
。

【
問
③
】
ネ
ッ
ト
新
聞
の
記
事

を
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か

伺
う
。

【
町
長
】
こ
の
サ
イ
ト
の
前
後

の
記
事
も
、
報
道
傾
向
が
行
政

や
首
長
に
対
す
る
中
傷
的
な
記

事
が
多
く
、
特
に
結
び
は
憶
測

に
よ
り
原
発
関
連
に
結
び
付
け

ら
れ
て
お
り
、
内
容
を
真
摯
に

受
け
止
め
る
か
と
問
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
記
者
或
い
は
ラ
イ

タ
ー
個
々
の
主
観
や
偏
見
的
な

主
義
主
張
も
大
き
く
見
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
い
さ
さ
か
疑
問

視
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
竹
之
内
】
町
長
た
る
者
は
い

つ
も
身
辺
を
き
れ
い
に
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も

追
及
し
て
い
く
。

財
政
に
つ
い
て

【
問
①
】
国
の
交
付
税
の
合
併

優
遇
措
置
が
26
年
度
で
期
限
切

れ
と
な
る
が
、
27
年
度
以
降
の

財
政
対
策
は
進
め
ら
れ
て
い
る

か
伺
う
。

【
町
長
】
合
併
優
遇
措
置
の
期

間
が
終
わ
り
、
交
付
税
の
一
本

算
定
と
な
り
ま
す
と
差
額
が

５
億
５
千
万
円
程
度
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
不
足
す
る
財
源
に

対
し
て
経
常
経
費
、
町
単
独
事

業
の
更
な
る
精
査
、
国
県
事
業

の
活
用
、
交
付
税
措
置
の
あ
る

地
方
債
の
活
用
な
ど
の
対
策

を
、
今
後
一
層
強
化
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
交
付
税
が
27
年
度

以
降
５
年
間
総
額
で
19
億
円
が

減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

約
70
億
円
の
予
算
を
計
上
す
る

た
め
、
今
後
は
基
金
を
充
当
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
減
額
分
の

事
業
を
縮
小
し
て
い
く
考
え

か
。

【
総
務
課
長
】
今
後
は
、
基
金

充
当
を
見
込
む
の
で
は
な
く
、

国
・
県
等
の
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予
算

編
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

ま
す
。

【
大
久
保
】
職
員
給
与
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
の
影
響
や
、
大

震
災
復
興
の
関
係
で
今
後
も
減

額
が
想
定
さ
れ
る
。
普
通
交
付

税
は
町
の
主
の
財
源
で
あ
る
の

で
、
先
を
見
据
え
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
将
来
へ

の
財
政
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
問
②
】
小
学
校
統
合
に
伴
う

普
通
交
付
税
の
減
額
や
教
職
員

減
少
に
よ
る
税
収
等
を
試
算
さ

れ
た
時
、
教
育
行
政
に
支
障
は

き
た
さ
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
普
通
交
付
税
の
減
額

に
は
数
値
急
減
補
正
が
あ
り
、

段
階
的
な
減
額
と
な
り
ま
す
25

年
度
に
お
い
て
は
約
２
千
万
円

程
度
の
減
額
の
試
算
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
教
職
員

減
少
に
伴
う
税
収
減
に
つ
い
て

は
、
約
６
百
万
円
程
度
の
減
額

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
貴
重
な

一
般
財
源
が
減
収
と
な
り
ま
す

が
、
教
育
行
政
へ
の
影
響
が
無

い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
大
久
保
】
25
年
度
は
一
般
財

源
を
用
い
て
行
わ
れ
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
ぜ
ひ
今
後
も
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、

複
数
年
行
う
予
定
と
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
た
ち
に
不

自
由
が
な
い
よ
う
今
後
も
複
数

年
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む
よ

う
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
対
策
に
つ
い
て

【
問
①
】
高
齢
者
・
通
学
者
等

の
交
通
弱
者
の
交
通
対
応
と
し

て
、鹿
児
島
交
通
（
三
州
バ
ス
）

根
占
バ
ス
停
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か

伺
う
。

【
町
長
】
以
前
、
鹿
児
島
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
取
り
壊
し
た
際

に
休
憩
所
、
ト
イ
レ
建
設
に
つ

き
ま
し
て
バ
ス
事
業
者
に
相
談

し
た
結
果
、
承
諾
い
た
だ
け
な

か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま

す
。再
度
、バ
ス
事
業
者
に
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
の
問
い
合
わ
せ
を

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
建
設
計
画

は
な
い
と
の
返
事
で
し
た
。
町

と
し
ま
し
て
も
、
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
民
有
地
も
含
め
て
適
地
が

な
い
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
大
久
保
】
高
齢
化
率
も
高
い

町
で
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
齢
者
が

不
便
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
。

交
通
会
社
で
は
な
く
「
町
と
し

て
」
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

【
企
画
課
長
】
路
線
バ
ス
、
福

祉
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
温

泉
バ
ス
等
の
拠
点
と
し
て
休
憩

所
、
ト
イ
レ
等
の
整
備
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
バ
ス
事
業
者

所
有
の
土
地
を
含
め
現
在
、
調

査
中
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
土

地
鑑
定
等
を
行
い
早
急
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

大久保孝司  議員
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佐
多
岬
観
光
に
つ
い
て

●
県
議
会
に
佐
多
岬
だ
け
の
予

算
は
さ
ほ
ど
大
き
く
見
込
め
な

い
と
聞
い
た
が
。

【
問
①
】
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面

に
お
い
て
の
整
備
予
算
は
具
体

的
に
ど
の
事
業
に
い
く
ら
つ
い

て
く
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
県
の
当
初
予
算
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
佐
多
岬
観

光
整
備
事
業
」と
し
て
遊
歩
道
、

駐
車
場
や
施
設
等
の
工
事
に
必

要
な
調
査
、
設
計
に
要
す
る
経

費
な
ど
約
１
億
７
千
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
省
は
、
24
年
度
補
正
予
算
に

園
地
な
ど
の
測
量
、
設
計
費
と

し
て
３
千
万
円
を
計
上
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
と
し

ま
し
て
も
、
必
要
な
予
算
を
確

保
し
、
国
県
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
宇
野
】
常
々
、
町
長
が
「
佐

多
岬
整
備
に
関
す
る
企
画
権
限

を
町
が
持
つ
」
と
話
を
さ
れ
る

が
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
も
町
が
主
導
的
に
で
き

る
の
か
。

【
町
長
】
土
地
取
得
が
で
き
た

こ
と
で
自
由
に
企
画
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
町
と
し
て

は
、
提
案
は
で
き
る
が
国
、
県
、

特
に
国
の
環
境
省
の
国
定
公
園

内
の
法
規
制
が
厳
し
く
制
限
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
宇
野
】
そ
の
表
現
で
は
、
町

が
主
体
的
に
全
て
整
備
で
き
る

と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
今
後
は

使
う
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

佐
多
岬
ト
ン
ネ
ル
か
ら
先
の

ル
ー
ト
を
車
椅
子
で
展
望
台
ま

で
行
け
る
よ
う
な
整
備
は
難
し

い
と
聞
い
た
が
、
も
う
諦
め
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

整
備
に
つ
い
て
、
環
境
省
の
方

で
厳
し
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

ま
だ
諦
め
て
お
ら
ず
今
後
も
要

望
し
て
い
く
考
え
で
す
。

【
宇
野
】
展
望
台
撤
去
が
完
了

す
る
ま
で
の
間
、
道
路
の
整
備

や
ガ
イ
ド
的
な
予
算
は
ど
の
よ

う
な
形
で
つ
い
て
い
る
の
か
。

【
企
画
振
興
課
長
】
佐
多
岬

観
光
再
生
事
業
と
い
う
緊
急

事
業
が
承
認
を
頂
き
、
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
、
安
全

対
策
ガ
イ
ド
等
に
予
算
を

１
千
９
百
55
万
８
千
円
計
上
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

辺
塚
沖
の
海
砂
採
取
に
つ

い
て

●
辺
塚
海
岸
が
非
常
に
荒
れ
て

い
る
と
感
じ
る
が
。

【
問
①
】
現
在
ま
で
の
採
取
実

績
を
伺
う
。

【
町
長
】
平
成
23
年
度
ま
で
の

11
年
間
で
88
万
６
５
５
㎥
が
採

取
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
②
】
辺
塚
海
岸
の
現
状
を

ど
う
み
て
い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
昔
か
ら
す
る
と
砂
の

量
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
の
声

を
お
聞
き
し
ま
す
が
、
現
段
階

で
は
大
き
な
災
害
等
は
な
い
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
宇
野
】
辺
塚
の
住
民
も
海
岸

の
状
況
を
心
配
し
て
い
た
が
、

今
の
段
階
で
中
止
し
た
り
採
取

方
法
を
考
慮
し
た
り
す
る
考
え

は
な
い
か
。

【
町
長
】
座
談
会
等
で
地
域
の

方
か
ら
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
い

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

【
宇
野
】
海
岸
を
心
配
し
て
い

る
声
を
地
域
か
ら
聞
い
て
い

る
。
今
後
、
広
い
範
囲
で
、
防

波
堤
の
近
く
の
住
民
等
の
意
見

も
聞
き
、
こ
の
採
取
に
つ
い
て

は
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
だ
と

思
う
の
で
検
討
し
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
問
③
】
漁
業
補
償
金
の
使
途

は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

【
町
長
】
鹿
児
島
海
砂
採
取
協

同
組
合
か
ら
、
お
お
す
み
岬
漁

業
協
同
組
合
に
支
払
わ
れ
て
い

ま
し
て
、
主
に
組
合
の
運
営
資

金
で
一
部
は
辺
塚
地
区
の
ふ
る

さ
と
祭
り
な
ど
へ
助
成
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

【
問
④
】
町
長
の
意
見
書
に
辺

塚
住
民
の
声
は
ど
う
反
映
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
意
見
書
に
「
採
取
中

に
地
元
住
民
か
ら
の
疑
義
が
生

じ
た
場
合
、
採
取
を
中
断
し
協

議
を
行
う
」
こ
と
や
、「
日
曜
・

祭
日
の
操
業
は
行
わ
な
い
」
こ

と
な
ど
を
意
見
と
し
て
県
へ
進

達
し
て
い
ま
す
。

【
問
⑤
】
25
年
度
も
採
取
計
画

に
入
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
鹿
児
島
海
砂
採
取

対
策
委
員
会
大
隅
分
会
で

19
万
１
千
㎥
の
予
定
数
量
が
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
誘
致
活
動

つ
い
て

【
問
①
】
調
査
報
道
サ
イ
ト
「
ハ

ン
タ
ー
」
の
記
事
内
容
に
つ
い

て
の
事
実
関
係
を
伺
う
。

【
町
長
】
記
者
や
ラ
イ
タ
ー
の

専
門
性
、
或
い
は
主
観
性
や
客

観
性
も
あ
り
ま
す
。
特
に
ご
指

摘
の
記
事
の
結
び
は
、
あ
た
か

も
今
に
な
っ
て
核
関
連
施
設
を

誘
致
す
る
か
の
ご
と
く
、
主
観

的
な
文
末
に
偏
っ
て
お
り
、
今

の
時
期
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
記

事
提
供
を
な
さ
れ
る
の
か
い
さ

さ
か
疑
問
視
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
記
事
に
引
用
さ
れ
て
い
ま

す
言
葉
の
、
指
摘
に
あ
た
る
事

実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
宇
野
】
こ
の
よ
う
な
記
事
が

出
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
長
の

行
動
に
今
ま
で
疑
わ
れ
る
よ
う

宇野仁一  議員
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な
事
実
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】
私
が
商
工
会
長
時
代

に
誘
致
を
や
っ
た
ほ
う
が
良
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

町
長
に
就
任
し
て
町
民
、
町
が

本
当
に
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
疑

念
が
あ
り
、「
白
紙
」
を
通
し

て
お
り
ま
し
た
。
確
か
に
疑
わ

れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
謝

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
以
後
、
疑
い
が
か
か
る

よ
う
な
事
を
し
て
は
い
け
な
い

と
考
え
「
断
固
反
対
」
を
表
明

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
宇
野
】
出
張
命
令
簿
を
資
料

と
し
て
お
渡
し
す
る
が
、
こ
の

日
程
の
中
で
、
東
京
で
原
氏
と

い
つ
会
っ
た
か
覚
え
て
い
る

か
。

【
町
長
】
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

【
宇
野
】
町
長
が
商
工
会
長
時

代
に
、
ご
自
身
を
含
め
議
長
、

商
工
会
長
、
漁
協
組
合
長
が
核

廃
棄
物
処
分
場
誘
致
に
関
す
る

全
て
の
権
限
を
お
任
せ
す
る
内

容
の
念
書
に
サ
イ
ン
さ
れ
た
と

記
事
に
あ
る
が
、
事
実
を
認
め

る
か
。

【
町
長
】
書
い
た
覚
え
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

【
宇
野
】
２
年
前
水
道
係
の
職

員
が
業
者
か
ら
飲
食
接
待
を
受

け
た
と
懲
戒
処
分
さ
れ
依
願
退

職
し
た
。私
は
一
般
質
問
で「
な

ぜ
慰
留
し
な
か
っ
た
の
か
」
と

質
問
し
た
が
、
今
回
の
町
長
の

案
件
で
飲
食
接
待
が
あ
れ
ば
立

場
上
大
き
な
問
題
で
、
受
託
収

賄
罪
に
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う

な
行
動
で
あ
る
と
認
識
は
あ
る

か
。

【
町
長
】
そ
う
い
う
接
待
が
あ

れ
ば
の
話
で
す
が
、
社
会
通
念

上
よ
ろ
し
く
な
い
事
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
あ
っ
て
は
な
ら
ん

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私
は

そ
う
い
う
接
待
を
受
け
た
覚
え

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
宇
野
】
最
近
、
町
長
は
挨
拶

等
の
中
で
、
正
当
性
を
裏
付
け

る
た
め
の
よ
う
に
核
関
連
施
設

受
け
入
れ
設
置
拒
否
条
例
を
制

定
し
た
か
ら
心
配
な
い
と
話
を

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
条
例
の

改
廃
は
議
会
で
で
き
る
。
一
方

的
な
言
い
方
で
は
な
く
、
条
例

と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
適
切
だ

と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

【
町
長
】
今
後
と
も
、
こ
の
条

例
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
町
民

に
不
安
を
覚
え
さ
せ
な
い
た

め
、
ま
た
は
自
分
た
ち
の
町
は

こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い

る
と
い
う
部
分
で
、
こ
の
条
例

を
貫
く
姿
勢
で
あ
り
ま
す
が
、

少
し
言
葉
を
変
え
て
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
す
。

【
宇
野
】
記
事
の
中
や
話
に
よ

る
と
、
漁
業
関
係
者
は
誘
致
に

協
力
し
て
い
る
の
で
、
農
業
関

係
者
の
同
意
も
要
請
さ
れ
て
い

た
と
あ
る
が
そ
れ
は
事
実
か
。

【
町
長
】
私
は
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
。

【
宇
野
】
記
事
の
中
に
六
ヶ
所

村
に
行
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
が
事
実
か
。

【
町
長
】
地
元
の
方
が
行
か
れ

た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
方
々
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
て

か
ら
お
話
を
聞
い
た
と
思
い
ま

す
。

【
宇
野
】
町
長
の
今
ま
で
の
行

動
で
疑
義
を
生
じ
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
記
事
を
信
用

す
る
人
も
多
い
。
反
省
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
正
直
に
町
民
に

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
信
用
、

信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。
今
ま
で

の
町
長
と
し
て
の
業
績
に
よ
り

町
長
選
挙
に
出
馬
し
、
良
識
あ

る
町
民
の
審
判
を
受
け
、
こ
の

問
題
の
判
断
を
町
民
に
委
ね
る

姿
勢
を
表
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

森
田
町
政
１
期
４
年
を
振

り
返
っ
て
に
つ
い
て

●
間
も
な
く
１
期
４
年
の
任
期

が
終
わ
る
が
。

【
問
①
】
森
田
町
政
１
期
４
年

を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

か
伺
う
。

【
町
長
】
就
任
当
初
か
ら
の
「
佐

多
岬
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
購
入
」
が

解
決
し
、行
財
政
に
つ
い
て
も
、

借
金
に
値
す
る
地
方
債
残
高
は

減
少
し
、
貯
金
と
し
て
の
基
金

残
高
は
増
加
と
な
り
概
ね
堅
調

運
営
の
方
向
性
で
あ
り
、ま
た
、

職
員
数
に
お
い
て
も
合
併
時
よ

り
55
名
の
減
員
と
な
り
、
２
年

早
い
目
標
値
達
成
が
歳
出
削
減

へ
大
き
な
影
響
と
な
り
ま
し

た
。
総
括
と
し
て
、
町
政
の
課

題
解
決
に
向
け
議
会
の
ご
理
解

も
頂
き
、
ま
た
職
員
個
々
の
ス

キ
ル
も
上
が
っ
て
お
り
、
１
期

目
目
標
と
し
て
の
私
の
政
策
基

盤
が
着
実
に
成
果
を
出
し
た
と

考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
１
期
４
年
と
い
う
区

切
り
が
あ
る
中
で
、
10
ヵ
年
計

画
等
で
は
な
く
４
年
と
い
う
ス

パ
ン
で
行
財
政
の
町
の
計
画
を

つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

ま
た
、
今
回
の
４
年
を
振
り

返
り
当
初
の
目
標
の
達
成
率
と

し
て
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
と

自
己
評
価
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
今
回
の
１
期
４
年
で

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
自

分
が
や
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考

え
る
と
、
も
し
次
の
機
会
を
任

せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
今
考
え
て
い
る
こ
と
は
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
達
成
率
と

し
て
は
、
下
地
の
ベ
ー
ス
が
で

水谷俊一  議員
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き
あ
が
り
準
備
が
で
き
た
段
階

で
あ
り
、
次
の
機
会
に
花
を
咲

か
せ
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
商
工
連
携
に
つ
い
て

【
問
①
】
３
本
柱
の
中
で
も
１

番
の
目
玉
、
農
商
工
連
携
を
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
伺

う
。

【
町
長
】
農
商
工
連
携
に
関
し

て
は
雇
用
創
出
を
図
る
う
え
で

重
要
と
考
え
、「
地
域
雇
用
推

進
事
業
」、
農
林
水
産
物
の
加

工
品
開
発
の
た
め
の
「
地
域
雇

用
創
造
実
現
事
業
」
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
安
心
安
全
な
地
元

食
材
を
地
元
で
消
費
す
る
地
産

地
消
に
よ
り
健
康
づ
く
り
に
も

つ
な
げ
、
こ
の
事
業
で
開
発
し

た
商
品
が
来
る
未
来
に
お
い
て

こ
の
地
域
の
主
要
産
品
と
な

り
、
そ
れ
を
生
産
す
る
こ
と
が

高
齢
者
の
生
き
が
い
に
も
成
り

得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と

総
括
し
て
い
ま
す
。

【
水
谷
】わ
が
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
質
の
良
い
一
次
産
業

を
、
今
後
、
行
政
の
信
用
力
と

民
間
の
機
動
力
を
使
っ
た
農
商

工
連
携
の
新
た
な
展
開
、
観
光

事
業
等
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
展
開
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】
町
で
商
品
を
加
工
す

る
意
識
が
で
き
た
中
で
、
生
産

と
販
売
の
需
要
バ
ラ
ン
ス
を
見

な
が
ら
、
商
品
開
発
、
提
供
の

場
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
、
ま

た
、
そ
の
人
材
の
育
成
事
業
も

今
後
必
要
と
考
え
ま
す
。

【
問
②
】
地
域
雇
用
創
造
推
進

事
業
・
地
域
雇
用
創
造
実
現
事

業
の
成
果
を
伺
う
。

【
町
長
】
地
域
雇
用
創
造
推
進

事
業
は
平
成
21
年
度
か
ら
３
年

間
実
施
し
た
事
業
で
す
が
、
の

べ
77
回
の
講
座
に
よ
り
41
名
の

雇
用
が
新
た
に
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
特
産
品
を

使
っ
た
加
工
品
の
開
発
を
目
的

と
し
て
平
成
22
年
度
か
ら
３
年

間
実
施
し
、
２
０
９
品
目
を
開

発
し
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
は
、

こ
の
開
発
品
の
レ
シ
ピ
を
広
く

町
民
に
公
開
し
、
地
域
内
で
の

利
用
、
商
業
的
に
も
展
開
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

【
水
谷
】
加
工
セ
ン
タ
ー
設
立

時
に
は
、
保
存
食
の
開
発
を
行

い
３
年
後
に
は
自
立
を
目
指
す

と
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
３
年

度
と
な
る
今
、
約
200
品
目
の
中

か
ら
関
係
者
が
製
品
と
し
て
商

品
化
し
、
４
月
以
降
販
売
を
す

る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

【
企
画
振
興
課
長
】
３
名
の
方

が
20
品
目
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち
で
開
発
さ
れ
た
も
の

を
、
独
自
の
会
社
で
売
り
出
す

予
定
で
す
。

【
水
谷
】
ぜ
ひ
と
も
わ
が
町
の

一
次
産
品
を
活
か
し
た
、
他
の

地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
独
自
性

の
あ
る
も
の
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

【
問
③
】
観
光
交
流
物
産
館
「
な

ん
た
ん
市
場
」の
成
果
を
伺
う
。

【
町
長
】
出
荷
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
産
品
出
荷
協
議
会

を
中
心
に
現
在
約
２
０
０
名
の

方
々
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
材
加
工
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
商
工
業
者
の
方
々
も
新

た
な
加
工
品
の
商
品
化
に
取
り

組
ま
れ
、
な
ん
た
ん
市
場
は
地

域
産
業
の
振
興
、
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
水
谷
】
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年

が
経
ち
、
年
間
目
標
の
三
分
の

二
程
度
の
売
り
上
げ
と
な
っ
た

が
、
何
ら
か
の
て
こ
入
れ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
当
初
、
鮮
魚
販
売
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
搬

入
状
況
が
う
ま
く
い
か
ず
現
在

も
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
前
の
水
路
を
整
備

し
ま
し
た
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
始
し
、
特
産
物
出
荷
協
議

会
と
も
協
議
し
な
が
ら
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

【
水
谷
】
販
売
経
営
の
中
で
、

商
品
価
格
と
品
揃
え
等
が
最
も

重
要
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の

見
直
し
等
を
行
い
、
町
内
外
の

方
々
に
喜
ん
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
る
情
報
発
信
基
地
と
な

る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

職
員
給
与
削
減
に
つ
い
て

【
問
①
】
昨
年
指
摘
し
た
と
お

り
、
平
成
24
年
度
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
が
１
０
５
．８
と
国
家

公
務
員
の
給
与
を
上
回
っ
た
。

町
長
を
は
じ
め
特
別
職
・
議
会

議
員
・
一
般
行
政
職
の
給
与
を

削
減
し
て
、
そ
の
額
を
子
育
て

支
援
等
に
あ
て
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

【
町
長
】
今
回
、
国
に
よ
る
削

減
要
請
が
「
日
本
再
生
に
向
け

て
国
と
地
方
が
一
丸
と
な
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
結
集

し
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
防
災
・
減
災
事
業
等
の

経
費
に
充
当
す
る
。」
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
25
年
７
月
か
ら

国
家
公
務
員
と
同
様
の
給
与
減

額
を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
地
方
公
務
員
の
給
与
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
を
１
０
０
以
下
に

下
げ
る
こ
と
。
ま
た
、特
別
職
・

議
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
減
額

要
請
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
各

種
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
給
与
減
額
に
限
ら

ず
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
国
は
２
年
間
の
時
限

立
法
と
し
て
削
減
を
行
っ
て
い

る
が
、
本
町
も
同
じ
よ
う
に
取

り
組
む
考
え
か
。
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【
総
務
課
長
】
通
達
は
25
年
度

に
限
っ
て
緊
急
に
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
４
月
以
降

に
議
論
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
給
与
削
減
等
に
よ
り
、

ど
れ
だ
け
減
額
さ
れ
た
と
い
う

内
容
よ
り
、
減
額
さ
れ
た
給
与

を
ど
う
い
う
形
で
使
っ
た
と
い

う
目
的
を
町
民
に
分
か
り
や
す

く
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に

つ
い
て

【
問
①
】
安
心
し
て
住
め
る
町

づ
く
り
施
策
を
伺
う
。

【
町
長
】
高
齢
化
は
容
赦
な
く

進
ん
で
い
る
中
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
地
域
間
格
差
の

な
い
道
路
整
備
や
交
通
網
の
整

備
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
全
て
の
町
民
が
地
域
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
健
や
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
保
険
・
医

療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

【
牧
】「
安
心
安
全
」
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
平
成
22
年
度
の
船
石

川
土
石
流
災
害
等
に
お
い
て
感

じ
ま
し
た
が
、迅
速
な
対
応
で
、

不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
安
心

安
全
な
町
づ
く
り
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
が
非
常
に
多
く
、

生
活
に
不
安
を
感
じ
る
な
ど
、

そ
の
よ
う
な
部
分
を
い
か
に
解

消
し
て
い
く
か
を
予
測
し
、
今

後
、
政
策
に
盛
り
込
ん
で
い
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
問
②
】
減
災
・
防
災
は
ど
の

よ
う
な
施
策
を
考
え
ら
れ
る
か

伺
う
。

【
町
長
】
現
在
、
防
災
の
施
策

と
し
て
災
害
復
旧
や
砂
防
事

業
、
治
山
事
業
、
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
、
河
川
改
修
を
施
工
中

で
す
。
佐
多
浮
津
で
は
、
災
害

防
除
事
業
を
実
施
中
で
、
伊
座

敷
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
も
本
格
的
に
実
施
の
予
定
で

す
。

　

津
波
対
策
と
し
て
は
、
海
抜

標
高
を
知
ら
せ
る
表
示
板
を
設

置
す
る
と
共
に
、
県
で
は
道
路

情
報
板
設
置
を
計
画
い
た
だ
い

て
お
り
、
早
め
の
避
難
を
呼
び

か
け
る
施
策
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
災
害
の
緊

急
時
に
備
え
る
た
め
、
町
内
の

土
木
業
者
で
組
織
す
る
南
大
隅

建
友
会
と
災
害
時
応
急
対
策
協

定
を
締
結
し
、
災
害
時
の
早
期

対
応
と
減
災
に
万
全
を
期
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
牧
】
長
年
、
月
日
が
経
過
し

た
ダ
ム
な
ど
は
満
杯
に
な
り
危

険
で
あ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
対
策
は
。

【
建
設
課
長
】
砂
防
ダ
ム
で
す

と
県
も
危
険
を
察
知
す
る
と
除

去
を
行
い
ま
す
が
、
治
山
事
業

に
な
る
と
危
険
で
あ
れ
ば
、
再

度
砂
防
を
う
つ
と
い
う
方
法
等

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

所
に
は
、
県
へ
要
請
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

【
問
①
】
交
通
協
力
員
の
増
員

は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
岬
周
辺
開
発
等
に
よ

り
、
ま
す
ま
す
通
行
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
近
年

増
加
し
つ
つ
あ
る
お
年
寄
り
の

事
故
の
防
止
、
今
後
の
交
通
安

全
啓
発
、
指
導
等
を
含
め
必
要

性
に
つ
い
て
も
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
の
で
、
平
成
25
年
度
に

お
い
て
対
応
し
、
ま
た
、
根
占

地
区
の
増
員
に
つ
い
て
も
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
川
根
占
フ
ェ
リ
ー
運
航

に
つ
い
て

【
問
①
】
欠
航
便
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
本
格
運
航
後
の
利
用

実
績
は
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
運
航
率
は
約
90
％
と
新
船

後
は
欠
航
便
数
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
佐
多
岬
開
発
が

進
み
利
用
者
の
増
加
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
利
用
状
況
や
採
算
性

も
含
め
、
将
来
的
に
は
安
定
運

航
の
確
保
を
目
指
し
、
引
き
続

き
運
航
業
者
並
び
に
山
川
・
根

占
航
路
運
航
推
進
協
議
会
で
も

協
議
を
重
ね
利
用
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
企
画
振
興
課
長
】
欠
航
時
の

お
知
ら
せ
掲
示
板
が
現
在
、
国

牧　勝  議員

道
２
６
９
号
線
に
３
箇
所
あ

り
、
薩
摩
半
島
に
も
国
道
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
欠
航
理
由
に

つ
い
て
は
、
冬
場
の
季
節
風
の

際
、
根
占
港
雄
川
の
導
流
提
に

よ
り
非
常
に
船
が
港
に
入
り
に

く
い
よ
う
で
す
。
今
後
、
振
興

局
等
と
も
協
議
を
し
て
い
き
導

流
提
の
延
長
等
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、

要
旨
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。
会
議
の
内
容
に
つ
い

て
は
、閲
覧
も
で
き
ま
す
。
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みなさんからの
陳情処理状況

『
木
酢
液
買
い
上
げ
に
関

す
る
陳
情
書
』
に
つ
い
て

【
陳
情
者
】
大
隅
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

　

久
保　

之
忠　

氏

『
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
陳
情
書
』
に

つ
い
て

【
陳
情
者
】
自
治
労
南
大
隅
町

職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

畦
地　

明
浩　

氏

※�

以
上
２
件
に
つ
い
て
は
、
文

書
配
布
と
い
た
し
ま
し
た
。

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

▼
総
務
常
任
委
員
会

　

2
月
25
日
、『
町
有
財
産
利

活
用
等
調
査
』
を
実
施
し
、
町

保
有
の
土
地
、
建
物
等
の
活
用

実
態
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

▼
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

2
月
７
日
、
鹿
児
島
県
庁
に

お
い
て
、『
農
産
物
の
付
加
価

値
化
等
調
査
』
を
実
施
し
、
６

次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
等
を

調
査
し
ま
し
た
。

▼
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

2
月
26
日
、『
小
学
校
統
合

準
備
等
調
査
』
を
実
施
し
、
神

山
、
佐
多
小
学
校
の
統
合
業
務

に
お
け
る
進
捗
状
況
等
の
調
査

を
し
ま
し
た
。

【承認】平成 24 年度 補正予算（3 月専決処分）
会計区分 補正額 補正後の総額 主な補正内容

一般会計（補正第 10号） 252,021 千円 73億 3,134 万 9千円 ・基金積立の増額等、予算調整等

国保特会（補正第５号） ▲ 6万 0千円 16億 5,222 万 8千円 ・�健診事業委託の減額、基金積立の増額

診療所特会（補正第５号） 192 万 9千円 9,176 万 4千円 ・繰出金の増額、予算調整

介護（保険事業勘定）
特会（補正第５号） ▲ 440 万 0千円 12億 665 万 4千円 ・�介護予防住宅改修費の減額等、予算調整

平
成
25
年
度

定
例
会
５
月
会
議

　議会基本条例の４月１日施行のもと、１年間を会期とする通年議会のスタートとして５
月１日に定例会５月会議が開会されました。
　議員選挙改選後の初議会であり、議長・副議長選挙、各委員会や組合議員の決定等、議
会構成が決まり（詳細１ページ参照）、直ちに承認６件・議案１件・同意１件が審議され、
全て原案のとおり可決されました。
　また、一連の報道がありました核処分場等の詳細について町長より行政報告があり、そ
の報告に対し２名の議員より追加日程の緊急動議がされましたが否決となりました。

  

承
　
認

▼
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
及
び
地
方

税
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
が
公
布

さ
れ
、
緊
急
を
要
し
ま
し

た
の
で
３
月
31
日
に
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。
内

容
と
し
て
は
、
個
人
住
民

税
・
固
定
資
産
税
及
び
延

滞
金
等
に
係
る
改
正
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
及
び
地
方

税
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
が
公
布

さ
れ
、
緊
急
を
要
し
ま
し

た
の
で
３
月
31
日
に
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。
内

容
と
し
て
は
、
特
定
世
帯

等
に
係
る
軽
減
特
例
措
置

の
延
長
等
に
係
る
改
正
で

す
。
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議
　
案

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

　

議
会
議
員
の
監
査
委
員

に
、
日
高
孝
壽
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。 （補正額）

・1,449 万 9千円

（補正後の額）

・55億 1,046 万 8千円

（補正理由）

・企業支援型地域雇用創造事業の増額

行政報告　〜一連の報道についてのご報告〜

※５月会議において、報告があった内容を一部省略して掲載いたします。

　今回の一連の報道につきまして、議会をはじめ町民皆様へ、大変ご迷惑をお掛けいたしましたこ

とに対しまして、衷心よりお詫び申し上げます。

　これまでの経緯につきまして、記者会見での内容をもとに、経過説明・報告をさせていただきます。

　テレビ報道でありました委任状の存在についてで御座いますが、４年前就任当時のことでありま

して、確かに署名した記憶が無かったのが本音で御座います。　　

　記憶を思い起こし、結果的に署名をいたしておりました。

　私の中では商工会長時代であったのではと、自分の中での記憶が曖昧であったと思い起こした次

第であります。丁度４年前の、町長就任直後で行政執務にも慣れない繁忙時期であったと考えてい

るところであり、大変申し訳なく思っております。

　メディア報道等でありましたとおり、あえてＸ氏とさせていただきますが、Ｘ氏に対し、そのよ

うな委任状を渡した事は、今になれば行政の長として軽率であったこと、そしてまた不適切であっ

たと深く反省いたしております。

　委任状については、４月 15日テレビ取材後、Ｘ氏に確認したところ、「２年前の３. １１原発事

故発生により、委任内容は破棄したも同然であり、今後もそのような計画は一切有り得ないので、

お返しします」との回答をいただいております。

　平成 19年、当時の前町長時代、地域活性化策として、前町長並びに議会も全員賛成の中、誘致

話が確かに湧いてきたことは事実であります。

　その当時、商工会長でありましたので、商工会が中心となり誘致推進を進めてくれとの要請を受

け、地域活性化・企業誘致・雇用創出としては、非常にいいお話だと皆さんの賛同を得まして、商

工会内部に活性化協議会を設け推進した経緯があります。

　その後、町長に就任いたしまして、就任時から町内各地域での町政座談会では町民の皆様より、

関連施設の誘致はすべきではないとのご意見等が多かったため、一部において誘致推進の方々もい

らっしゃった中、私としましては商工会内部の推進している組織に属していた時の立場と、就任後

広く町民の意見を聞く立場において、町民皆様の総意として大きな温度差を感じた次第であります。

日高 孝壽 氏
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　就任当時から民意尊重の立場から、議会答弁でも一貫して、白紙での立場を表明してまいりました。

　議会特別委員会でも、住民から提出されました賛成、反対の陳情についても、正式な要請がない

中で、このことについては双方を不採択とされた経緯であります。

　あの３. １１の東日本大震災による原発事故の悲惨さを、目の辺りにし、私は絶対に作るべきで

ないと判断、危険リスクの大きい誘致は絶対にしない旨、決断をいたしました。

　その後、昨年８月のテレビ報道事案に対する釈明・陳謝に奔走し、そして昨年１２月には「核関

連施設、立地拒否」の条例を議会と共に制定いたしました。

　今回の選挙戦でも、そのことが焦点としてクローズアップされたため、私は確かに当時推進をし

ておりましたが、Ｘ氏との接点、並びに推進をスタートしたきっかけが、先ほど申し上げましたと

おり、商工会長時代、当時の前税所町長、鶴園前助役、当時の議会議員の方々の総意として要請を

受け、商工会長として事業推進に取り組んだ経緯からであります。

　今年にはいりましてからは、これまでの経緯と顛末を議会並びに町民皆様へ正しく、真摯にご説

明申し上げ、「核関連施設　立地拒否条例」も制定されておりますので、あらためまして、私の任期中、

このような施設の誘致は絶対にしない宣言をし、その政治姿勢を今後も貫くと明言をいたしました。

　町民各位より厳しい叱責・叱咤にまた激励もいただき、この４月に行われました町長選挙により、

町民皆様の審判をお受けした次第であります。

　最終処分場の誘致話については、私の中ですでに過去の事である旨、町民皆様にご説明のうえ、

ご理解を賜わり、核関連施設の立地は断固拒否、

　２期目の大きな政策課題であります「観光元年スタート」に、町民皆様からの大きな期待と、大

隅半島ひいては鹿児島県全体の経済浮揚が、佐多岬開発にかかっている、この町が過疎化の波に埋

没しないよう引き続き頑張っていく覚悟であります。

　これまで町民の方々を始め、近隣市町の皆様方や関係機関、報道の皆様各位にも今回の件におき

まして、ご迷惑等お掛けいたしましたが、私の政治姿勢としてここに真摯に議会へ御報告申し上げ、

報告とさせていたく次第であります。

　なお、「委任状」についてでございますが、先ほども申し上げましたとおり、現在はその効力を

有しないとの、Ｘ氏と私の中で相互理解を明確に得られており、近日中にその原本を返送お返し頂

くことで、委任内容破棄の手続きも完了いたしておりますことを、ここにご報告申し上げます。

　今回報道の一連の事案につきまして、ご迷惑をお掛けいたしましたことに対し、あらためまして

ご町民皆様へお詫び申し上げます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南大隅町長　　　　森　田　俊　彦

  

緊
急
動
議

▼
核
廃
棄
物
処
理
場
誘
致
権
限

委
任
状
署
名
に
つ
い
て

　

町
長
の
「
行
政
報
告
」

終
了
後
、
本
件
の
調
査
の

た
め
２
名
の
議
員
よ
り
追

加
日
程
の
動
議
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
に

よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
議
会
日
程
等
】

★
次
の
定
例
会
議
は
、
６
月
11

日
か
ら
28
日
ま
で
の
会
期
で
開

会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
議
会
事
務
局

（
電
話
２
４
―
３
１
４
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
緊
急
を
要
す
る
場
合

な
ど
は
、
こ
の
日
程
以
前
に
行

わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

６
月
会
議
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
６
月
７
日
の
議
会
運
営
委

員
会
で
正
式
決
定
さ
れ
ま
す
。
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●
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
及
び
５
月
会
議

に
お
い
て
、
多
数
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
席
数
に
限

り
が
あ
り
、
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
々
に
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

　

６
月
会
議
に
お
い
て
も
、
例

規
に
準
じ
、
先
着
順
の
対
応
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　南大隅町議会では
1  町民の皆様に、日ごろの議会活動状況を知ってい

ただく。
2  ご意見やご提言を直接お聞きし、議会審議への活

用や運営の改善を図る。

以上のことを目的に議会報告会を開催します！

平成 25年度　議会報告会日程表
日　　時 対象地区 会　　　　場

６月　７日（金）
　　　午後７時

登 尾 地 区 登尾地区集会施設

大 中 尾 地 区 旧 大 中 尾 小 学 校

６月１０日（月）
　　　午後７時

宮 田 地 区 旧 宮 田 小 学 校

郡 地 区 郡 集 会 施 設

６月１２日（水）
　　　午後７時

川 南 地 区 川南地区集会施設

竹 之 浦 地 区 竹 之 浦 公 民 館

６月１４日（金）
　　　午後７時

城 内 地 区 花 之 木 集 会 施 設

大 泊 地 区 大 泊 公 民 館

６月１９日（水）
　　　午後７時

川 北 地 区 川北地区集会施設

島 泊 地 区 旧 島 泊 中 体 育 館

６月２１日（金）
　　　午後７時

滑 川 地 区 横ビューふれあい館

辺 塚 地 区 旧 辺 塚 小 学 校

６月２６日（水）
　　　午後７時

佐多下場地区 浜 下 公 民 館

佐多上場地区 馬 籠 公 民 館

［
議
会
報
告
会
で
は
・
・
・
］

　

①�

議
員
が
２
班
に
分
か
れ
て
地
域
に
出
向
き
、
新

年
度
予
算
の
審
議
状
況
や
町
の
動
き
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

②�

地
域
の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
座
談
会

形
式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

議会を傍聴してみませんか！
　議会は、3月・6月・9月・12月を定例月とし

て、その他必要に応じて開かれる定例会議があり

ます。傍聴にはお気軽にお越しください。日程等

詳しい事は、議会事務局（ＴＥＬ 24―3141）ま

でお問い合わせください。

～開かれた議会を目指し・・・
『議会報告会』を開催します～

☆身近でわかりやすい内容で、議会活動に関心をいただけるよう計画しています。
　町民皆様方の多数のご参加をお待ちしています。


